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現代社会では、自律神経失調症など様々なストレ
ス疾患が増加している。こうした疾患は、体温や
血圧の調節など、生命を維持する上で重要な自
律生理機能を司る脳神経システムに心理ストレ
スが強い影響を与えることで起こる。ストレス疾患
の根本治療に向けた決定的な方策を立てるに
は、その脳内の仕組みを解明する必要がある。

ストレスで活性化される交感神経制御
ニューロン群を同定
人間関係ストレスの動物モデルである社会スト
レスをラットに与えることで体温が上昇するが、
この自律生理反応の指令を脳から出力する出
口の神経細胞を世界で初めて突き止めた。

ストレス性自律生理反応の要となる
脳の神経伝達路を解明
特定の脳部位間の神経連絡を特異的に光操
作する技術を確立し、この革新的手法を用い
て、脳内の情動信号が自律神経系に作用す
るストレス神経経路の核心部分を解明した。

人間関係ストレスの動物モデルを用い、神経回
路の特定の配線を人為的に制御する革新的手
法により、ストレス信号が自律生理機能の脳神経
システムへ伝達され、影響を与える仕組みを解析
する。これにより、ストレスで生じる高体温症や高
血圧などの自律生理反応の発現に関わる脳内
の神経回路メカニズムの核心部分を解明する。
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「病は気から」という諺に知られるように、スト
レスは心因性発熱、高血圧、肥満などのさま
ざまなストレス疾患の原因となる。本研究で確
立した神経活動の光操作技術などを活用す

ることで、ストレスが生命機能に影響を与える
仕組みの解明がさらに進み、ストレス疾患の
発症機序解明とその克服につながることが
期待される。
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社会ストレスを受けたラットの体温は上昇し、その脳内の
延髄縫線核（右写真）では、熱産生を指令する交感
神経制御ニューロン（黒色の細胞）が活性化する（核
が茶色く染色）。

視床下部から延髄へストレス信号を伝える特定のニュー
ロン群を光で活性化（左図）すると褐色脂肪熱産生や
血圧・脈拍が上昇する（右図）。


